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ンボン郊外グ)飛行場に若いわ曲をれは㍑月いコの靭jで㌧……≒一

あった.このわずかの時間内に暑いインドから霧深い

ヨｰロッパの古制二ついて1年ぶりに冬服に積替､え'秘のまずさをさほど燃しなか〔た,むしろ夕食時のト

オｰパｰをは妻篶た将はさすがに身体に､重みを感け二曲マトスｰプグ)ヨ1米は格別であ･{よ引二,1じ憶してい狐

リムジｰンで飛行場からロンドン仙柳〃一ミナい二食後ホタりレ舳からハｰ青ザバｰタ際を抜けでは約デリｰ

着くとそこにはケンブリッジ人労で帆究1･いの上包質調査伽に川ビカデり一サｰカスからオクスフォ･一ド伽を散

所の柴田賢技官が;1.1辺えてくれ放ちに宿舎のカンパ出してホテルに戻リケンプりツジに帰る柴田技官と州

ランドホテル(､ハけパｰ列約一カげ一抑))に入った乱れた世雨がごくわずか降っていたがちょうどクリス

同技官の案内で地磁気で府花なふ脈鷲醐改出猟教授マスの飾ヅ)けができたところでピカデリｰサｰカス

のいる掩咄亙mp駁ia至C棚egeをたずねた後地質調査所やオクス7才一ド街の照明は美しくぬれた地面にてり映

(Geologica1SurveyofGreatBritain)やいくつかのえてすばらしい光景を足していた.

臓物館(駄蛸曲M鵬渕鮒晦竜概翁豆泌敏y皇SCien㏄

鋤遠丁舵量董榔ぬ鮒滅繍鋤1撃玉1)箏を夕方凄で兇箏した由1･リ{けて遥ギ1(濱畷θ)は柘いにもうす幾;〃)人気であ･･

美しい唐楽を耳にしながら夕食を共にしてイギリ派ジ)た咄12月琴)こグ)頃は亨)う霧や綱が一多い(&くに二の

研究所の内容や坐淋について扱々と聞くことができた害緯は珍しく爾か寮紗㌻た)と闘いでいフゴごけに入気に,甑

まれわことに感謝した.光一ぶングヂにグ)あとホ

亨判〃唯事は味付けがまずいと砂川一･郎技官から矛戊｡で棚食をすませン川は夏八で払いてみた呈

たよりがあ･:､たが私は短期間しか滞花しなかったせい三､張り物は師グ)晩に予･に人批たア一)吾こ｣色分けした地下鉄σ)

か凌)るいはインドに工年もいたためかイギリスの良案内図をだガ)にもっぱら地下鉄を和州したQシ

クリスマス前のロンドン市街の

ケンブリッジ大学のカレッジの1つ一階左はしの2つ

の窓はニュｰトンが起屑していた部屋�
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ドンσ)地下鉄σ)プラットホｰムはずい分汰いところに

ありそこにおりるまでにはエスカレｰタｰやエレベｰ

タｰを利用しなければならない.日本のとちがってい

かにもtubeという感じがピッタリとくる.数多い路

線があるが案内図のおかげで迷わずにあちこちに行く

ことができた.この日はまずトラファルガｰ広場か

らバッキンガム宮殿を振書川二1しに国会議事堂ウエス

トミンスタｰ寺院テムズ河ぞいにロンドン橋タワｰ

締そして､悲惨な腱史をもつロンド:■塔さらにそこから

反転して大典博物館(BritishMuseum)やリｰゼント

ハｰグを見学した苗これらはすでによく紹介されてい

る所で私がへたな解説を試みる気はさらさらないが1

つ2つ特に気のついたことだけをしるしておきたい.

それは緑の美しさと博物館のすばらしさであるハイ

ドパｰクその西のケンジントンガｰデンリｰゼントパ

ｰクそれにバッキンガム宮殿をとりまく読んで字のご

ときグリｰンバｰグやセントジェｰムスパｰクこれら

は冬の季節であるにもかかわらず全体が濃い緑で包ま

れていた.そしてセントジェｰムズバｰクの池ではた

くさんの水鳥が楽しそうに泳いでおり鳩は人みしりせ

ず餌のまわりで仲良く遊んでいた平和なようすが今で

も眼の前に浮かんでくる.博物館については大笑牌

物館はいうにおよばず前に見学したケンジントンガｰ

デン南イグジビジョンロｰドの種々の科学博物館など

その建物･規模･内答･配列すべてまことにうらやま

しく思一,た.それは■片から多くの発I切発見をなして

きた仙北の偉さもさることながら多くの植上ヒ地を狩っ

ていたということや11木のように大地震がなかったと

いうことも要点にな一､ているかもしれない.

緑の美しさ大英博物館のことなどのほかにまなぶべ

きことはまだある.それは交通道.徳についてである1

地下鉄の111で老人や婦人たちが立っているのに若い者が

すわっているという場■fliには出くわさなかったし.交迦

信号のない所を横切ろうとしている人がいれば1主1動車の

方が止まってくれお先にと合図している.私にはつ

け焼き刃でない人間尊重の精神にほほえましいものを

感じた.(二のような風景にはその後フランスでもその他

ヨｰロッパ諸国でも出会った)夕方遅く前口柴田さんから

教わったホテル近くのセルフサｰビスの店で食事をとっ

た.トマトスｰフにごってりとした11妥かい料理を選一ん

だ.値垣斐は安くカロリｰは高いように一理､った.ハイ

ドパｰクでは美しい婦人たちが馬にまたがって放歩して

いたし公園の一角では何の束縛も受けないで.幾グル

ｰ7かの人たちが演説を聞いていた.

ケンプリソジ大学のDepartmentofGeodesyandGeophysics

(地球物理測地学教室)左はしプラｰド卿その鱗は筆者名.か

ら2人口ノプホフ教授(アメリカからの交換教授)

511軸リバプｰル1駅からケンブリッジにll､｣かった.

わずか21時間ほどの汽車旅行であったがイギリスのr口

園風景を十分に楽しむことができた.同じコンパｰト

メントに乗り合わせた一数人の学生は数年ぶりの大雨で

洪水にあいまだ水びたしになっている沿線の農家のこ

となど親切にいろいろと説明してくれた.

ケンブリッジ駅には柴田氏と共に写真で見おぽえの

ある長身の紳士海洋底での熱流量の実測を行なった有

夕■なブラｰド卿(Sir.E.C.Bu11ard)がわざわざ出迎

えて下さっていた.ブラｰド卿の運転される車で

DepartmentofGeodesyandGeophysicsに到着･談

話室でヒル博士(Dr.Hill)カリフォルニアからみえて

いたノブホフ教授(Prof.Knopho丘)に紹介された.ち

ょラどこの年5｣jにチリで起こった地農による地球の111

111振動についての討､1命がなまの地震.記録弔:力記録を

汕にして行なわれていたところで期せずして私はそσ)

fl11間に入り貴重な記録や分析結果を見る好機に､恵まれ

たわけである.この内容についてはすでにJoumalof

Geophysica1Researchに載っているから省111存する.

それから卿には海洋底での地温勾配の求め方を説明し

1司在プラｰド卿と地鼠引'1把録毅遣�
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ていただいたり湖底地層巾に差し込む温度計を教室.グ)

1二場で分解して見せていただいたりした.また卿はそ

の11場には優秀な助手が良い仕事をしてくれる二と改

典したい点があること等語られた･その後教室.てf'l1

一､たプロトン磁力計やそれによる海上測定の結果ま

たドイツのアスカニア製の船上電力計による大{洋Lで

の測定結果'芽を見せられた･さらに教室製の帯磁率や

残留磁性の測定装置.柴田氏が価研究1→1の地質絶対年代決

定(花闇岩仁ついて〕装置博を見学し庭で地磁気測定劣.

やH然地震の観測室を見せてもら一｡た｡一然地震観測

宅では遠隔操作で地震計の動きを室内の自記記録装置1

に書かせていた.三成分のWaxpaperの上をスタイ

ラス(釜十)がなするとその熱でその部分がとけて■記録

となるものである.

3時頃プラｰト.卿のお宅に拙かれ木場のスコッチを

.楽しんだ後令大ノ＼令嬢周=甫1司附で柴田氏とい･っしょ

にデラックスな昼食を御馳走にな･･た･席1二11木の

地球物神学や学者の話に花を1咲かせ愉快なひと時であっ

た.またその後柴田氏の.案内でいくつかのカレッジ

やそのチャペルをみてまわったがニュｰトンの休んで

いたカレッジやニュｰトンが引力の法則を発見する前

後の消時の有名な物理学者とやりとりした手紙などを

見ることができた感激はひとしおであった.それから

人気のJ辿いllであったし美しい庭の芝小小川のほと

りを通って地質学教室.と博物館を訪れた･その昔の恐

竜の姿一にしばし見とれみごとに配列された数多くの標

木に敬意を失して夕方おそくケンブリッジにおいとま

した.ロンドンに帰｡〕てから有､益でありたこのllの

､1ざ､い川や感激をホテルで夜遅くまで書きしるした.

6H糊はロンドン特有σ)霧が淡くたちこy)ていた･

私､は従児のユ入がオックスフ考一トv)矧:突宗(法科〕こ

いるのでそれを訪ねるため榊≡ぺペハデ青ントン駅を

党りた岨従兄夢)案内でいくつか夢)力いハニを凌わりた

がやは妻グ炎しい晦や叢た英閑特ヰ岬小遣(亘独嚢)も気

に一人っわ曲物理学教室をちポ叱のぞい～嚢か

館や自然科学博物館にも足を岬ずだ夜には考ギけ

をたたなければならないので1ヨ}に郷シギンに庚刈六二由

午後8時饒シドン郊外の国際飛行場をフ欄へ浄機で

1い党官紀ばこ1べで有名1なトｰパｰ海峡を二え}時間

ほどしてパ…〃)オルリｰ飛行場についわ抽空か1=〃ハ

コj㌘)4夜鼓は爽にすばらしかっ六こ｡予糸勺しておいわ泳テ

いセシルは翌日から始まる学会の会場か1ら歩いてば

んジ)ユO分位ジ州･l1雛にありまたエッ7エ刈待と銚旋門グ)

ii一個に位し何かにつけて便利であった.

萎

閉けて12月71-1.この1｣は旅行の大きな目的のひと

つである第19回E.A.E.G(EuroPeanAssociati㎝

ofExplorationGeophysicists:ヨｰロッパ物理探査学会)

の開会ならびに講演会第1r1目である.

.中いうす曇りの1暖かいllであった.ホテノレでクロワ

ッサンとコｰヒｰの1峰.い朝食(プティデジュネ､を済ませ

81時半会場に到着｡会場はセｰヌ河11'1｣かいにエッフェ

ル塔をのぞむ白.亜のシャイヨ常でここは過去に国際連

合総会守が開かれたことがあり現在は宮殿の巾にいく

つかの博物館がある.会場で登録をすませ場内に入る.

ヨｰロッパ諸国は勿論のことアメリカをはじめソ連

1い近東アジアから約200タ1余りの専門家がきていた｡

定刻午前9時にB.Baars会長が開会を1台:.考91時40分

まで総会が行なわれた.そして講演会に入った｡こ

れから31-1間を適じて講演の数は221つの講演時間は

討論を含めて40分そして講演2つことにディｰプレｰ

ク約2時間の昼食休憩がありまことにた･･ぶりと時

間がとってあ')た.

講演のl1111題は7ランス締8題は英語残り3魑

はドイツ語で行なわれた.演上1超に黒板の用意はあった

が講もピラは使用せず全部がスライドであ一:た茗

,淋演者が原稿を置く台は部婦､を11高くしても小さなランフ

がつくよ引二してありなかなかうまく川米でいた討

,繍専}非常に涌発になされた｡それ1〉)内容はすでに

E,A.亜由G血の定期予■｣行物G慧榊h畑｡訊iP欄脾ζ定1ng

に掲載されているから省略するが地震撚籔がれ電

気1磁氣が竈つ後が､頭1力放射舵であ一}た｡繊演者

や川j舷者はや哩と1い刈て重バ地元7ランxグ)C刊G苗Gドイ

ツの罫黛禽鼠L淡垂搬肥滅｡s綿の人が多いようであハた古

アジj抑)物棚撚鯖学会S咀孤Gの識演会1ガニダ)泓ん

亙､Gよ!)はるかに大槻椴で舳申渚も多いどきいている

が私にはこの程度拶)小さな学釣)方がまと妻ヨバよく

,1審もしやすいように思えた苗錦至1刈巾冶舳会蛾三

山出1有村両氏が親切に私を噂ねてくれた.山出土春�
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Syntheticseismogram1総合地疲I1d鈷)の腺州を小す

〔C.G.G.､

氏は地質調査所から留学のため数1｣前フランスヘ着か

れたばかりで東化工の有村氏の方は5ヵ月程前からす

でにフランスヘ来ておられたのである.昼休みはいっ

しょに会場すぐ前のトロカデロの一角にあるレス､トラン

で例のフランスのぶどう酒を楽しみながらゆっくリと

食事をした.

午後再び学会に戻った･楽しみは新しい学説を聞く

ことにあるのはもちろんのこと多くの学者や技術者

に会えることもその大きな部分を{めている｡

これにフレｰクが非常に役に､'11った.コｰヒｰや糸1'1

茶を飲みながらもろもろの国の人々と語り合うのであ

る.私もJ.P.Roth6はじめB.BaarsO.Koefoed

J.J.BreusseV.Baranov,G.Kmetz等その道の著私

な学者と近づきになれて楽しく言希し合ったのである｡

そして学会が済んでから｢もし希望ならどうかおいで下さ

い｣と方々の研究機関から招待を受けたがF1数が限ら

れているので今回はア約以外は辞退せざるを得なか･･た･

会場を111ると同じ建物(シャィヨ宮､の111に博物館が

あるク)でフレｰクの時間にすばらしい絵画や彫刻を楽

しんでいる人たちもあった.その夜は念のため翌H

の講演の準備に宵二念した･81二1午前111は人分学会の

空気になれてきた.昼休みに大使館に連絡に､ウ1ち寄っ

た.午後2時いよいよ私の講演の番である.イン

ド花開岩の地震波速度の高いことについて党炎した(内

容はすでにGeophysica1Prospectingに掲載3れている〕･

もちろんスライドを川いてオ)りに落ちついた気分で話

すことができた.英語でしゃべ･,たが終わりに少し

7ランス語でResum6を述べた.いくつかの質1閑や

討論が行なわれた後拍手の1件1に壇をドりた.

何人かの人に握手を求められた･そのl11によく知っ

ているアメリカの亘S地震探鉱会社の社長のH.A.

Sears氏とE.M.Ha11兵が層合わせてr日本にいた時の

英語と比べなかなかうまくなった｣とほめられた.お胆:辞

とは知りながらもなぜか悪い気はしなかった.すぐ

その後σ)テf一フレｰクでヨｰロッパの1司じような仕事

をしている人たちから色々質問や意見が山1つこれ

から太いにい･,しょにやりましょうと激励された.l1刊

夜はシャンゼリ街にあるレストラン･エトワｰルで夜8

時から盛大なカクテルハｰテf一が行なわれた｡学会

山席者のほとんどがみえていたが同伴の婦人が150〆

f1111はいたように思･･た･レディｰスプログラムはさ

すが木場だけにファッションショｰやお城見物ショッ

ピングなど遺用しないように盛沢山にうまく組まれてい

た.カクテルパｰティｰの後Ha11氏にさそわれて

学会で知り合ったイタリア人たちといっしょにrRido｣

なるクラフを見学した･小慣れな私にはこれもまた良

い勉強になった.

第3口目の91-1学会の雰囲気はクライマックス私

は楽な気持で討論にも加わった｡昼はSears氏の招

待で何人かでご馳走になった.その時の料理はいまだ

にその味を忘れることができない､学会には婦人の姿

も多く見られた.相変らず質問討.論は盛んである.

巌後にC.G.G.のサハラ砂漠での物理探査の実況がカ

ラｰ7イルムて公開された.なかなか豪華なキャンプ

生活でルｰムクｰラｰまで取り付けてあるのには驚いた.

午後5時予定されたすべての講演を終了したので

会長から簡単な挨拶があり次回に再会を約して閉会式

は終わった.引き続いて午後7時からお別れパｰティ

ｰが行なわれた.私はパｰティｰに先立ってr1木の物

』:唄探査協会からのE.A.E,G委員会宛のメッセｰジを

披露し11付物探学会の親睦を憶1調し前会長のB.Baars

氏がこれに応えて今後1レト1からもどうかこσ)会に度々

llい､帝されるようにと希望された.私は学会にはインド

からの代衣のような形で1い度したがここで11木人に戻

､､たわけである.パｰティｰを途111で失礼して私は8

時ヒ貞から別σ)会合に川附した一11イj夜ハリ在イi1の芸術宗

学者留学牛たちが片上吋大使大妻に拙待されていたが

たまたま秤､も11咄･有村11吋氏と共に捌きを受けていたか

灘馨

E,A.E.G.(ヨｰロッパ物理探在学会)休憩のひと11ケ

(シャイヨ宮内部)�
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ゴ)である.

凱旋門から程遠からぬ所にある公邸には150人ばかり

の□本人が集まっていた.大使ご夫妻に挨拶して席に

つき愛､惣のよいフランスのおじいさんたちのサｰビス

で'ク＼々}こ□オ〈*1･王■邊を二句螂在く工員糞乾した.

翌ユ0口1岬1見学を約束しておいたC.G･GからJ･

P.Mathiez氏が車で迎えにきてくれた.C.G.Gとは

世界1杓に有名な物理探査会ネ1二の1つCo岬agnieGξn6r･

a]edeG台｡phsiqueの略である.Mathiez氏は7年

ばかリ前地熱のことで口外に来られたことがあり久

しぶりの対面であ一｡た.1司氏の案内で午前11-1はパリ閑

の郊外にあるC.G.Gの研究所を訪れた.はじめに

技術部長(DirecteurTechnique)のR.Genes1ay氏

から全般的な説明がありその後各研究室に案内された･

二つ三つ目についたのを次にのべる.

まず海の.凋査で観測点の位置を決めることからrl､木

ではDekkaなどの技術を使ってやっているがC.G.G

でも白製の器械TORANを使って地球物理的な観測

､､■工(主として地震･重力探査)の位置測定を行なっていた.

その原理は簡単で図にあるように2つの固定した発

振灼FA-FB.からほとんど杣等しい2メガサイクル

(相互の差はただの亘00サイクル程度)の連続波(mmodu-

1ated)をlIIlしこの両者のphasedi丘erenceつまり低

いうなりの周波数を測るのである･具体的には移動受

振ル1jがllllf波を受けることによ一･てこのうなり周波数を

つかまえる.そしてこのphasedi舐erenceは移動受

振川と2つの固定見振川との胴雛の差に比例する.こ

のphasedifferenceを測るのに高低111j周波の1ノ'`全な常

数をもったオッシレｰダｰを得ることは二事実上不可能な

のでreferencePhaseを与える第3の固定売振川Fr

を別に設けるのである･(図参照)これらすべての設置

テストは現地で1人の技師と4六の助手によって3乃､至
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1ド｣一･一､
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PhasereferencePh〕sere{詞r㎝ce

reCCiVertranSmi士ter

Toran(ドｰラン)の猟期を示す①(C.G.G)

41時間で完全に行なわれる.働ソ｣としてはガソリンエ

ンジン(100時間おきに検査補給すればよい)であるが

故障の1時は自動的にバッテリｰに･切り換えられるように

なっている.そして一旦スタｰトすれば移動受振洞

以外に人手はいらない.移酬1日の電源はただユ2VOIts

D.Cだけである.TORANのstab亘王ityと胴e1ity

は固定川からllけ双曲線波の榊の約エ▲皿･に杣'生ける.

すなわち2つの〃(focalpoints)の線上では21!2feet

またこの糸身上から30マイルの距搬では約6feetとなる.

そして測定できるのは約ユ20マイルまでである.各部分

共小型で符ち運びは簡単であるし操作も単純なので

C.G.Gでは作成後すでにニュｰカレドニアやアフリ

カの地1iI海沿岸で使川しなかなか良い成果を収めてい

る.次に地.震探査の解析等;に広くI.B.Mまたはそれ

に類似σ)電子計算機を使っていた.地震の屈折の計算川

式は宇部興産の栗原重利博士のやり方に似ているように

一忠った.命令力一ドの一一例を写真に示しておく.

有名なDr.V.BaranovとDr.G.Kunetzσ川ゴ氏を

部屋に訪れたところSyntheticSeismogramsについて

色々と説明された.Kunetz氏は日本の和達清夫博二11:

にそっくりの風ぼうて何か親しみを覚えた.Synthe･

ticSeismogramの概略についてはすでに〕当二門誌に紹介

されているものもあるがなかなか面白いのでここに

要､点だけを記しておこう･抗ソト内で連続1'1勺に速度検屑

をするCOntinuOuSVelOCity1Oggingの.氾録はCOre

を川いて地質層序と対比できるがこの､lJ緑は深さに対

｣､己;しているのでまずそれをtimeSCaleに換算する.

こうした後にこの速度検層.1J録(log)は人1二的に作

｡､た地震探査､1d緑に変換される･しかしこれだけでは

まだ普通に得られる地震探査.1d鋏と比較する訳にはゆか

ない.そこでさらにこのダイアグラムに重複反射

(地煽相互間ならびに地表面での)装作を施しそれによ

｢

二一ノニニ〈･

､､∴∵1!∵

Toran(ドｰラン)の腺♪坦な示す②(C.G.G)�
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!1;川1-i小111111il;llfllllii11川川11人■lllぷ･1川…1川.i川

1､∴.llド;::1:1:1:::::::;11;:;:1::l11:::;1;1:11;1:､1∵;∵

;■･1･■･■川!･川““1･1川11ポ仁=6雨砺f頑二重〇一一}パ:い阯一川i

1汕■■『一11川洲ヨ1;三一}川川1川∬叫州【555;｢･川川'･

!榊舳舳｢nい匹閉苗^ザ舌州舳i一〔『6;『6竈百ε60舳岬｢'一11H'

にlllllllllllllll1111二111111篶1111111111111111111;1;lllll111二1:

C.G.Gで使っている'疋r.ll'悌=織の1爺分力一ド

い,㍑↓1､∴､;､1､∴二∴チ;1ふ∴､㌧ふ∵蹴､ぶりをちよつとしるしておこう.現在

ってSyntheticSeismogramがf尋られはじめて地震

探査記録と比較できる.この重複反射(Mu1tip1ere一

利ections)を導入する際に電■r計算機IBM650が非常な

偉力を発揮していた.

SyntheticSeism09ramは地震探1食.記録と比1咬するこ

とによりnoiseのためにかくされていた反射面の検山

やその性質を知ること地質層序との比'較などに大きな

彼害11をするほかこれらと平行に重複反射を確かめそれ

を除くことが山来る.そして現地で増111寓･器のA.G.C

(AutomaticGainControle)やフィルタｰなど0)よう

にかけるかまた室内でmOVe-OutCOrreCtiOnをどの

ように行なうかあるいは地質層序(formatiOn)の異方

性(anisotrOpy)を知る守その』芯川は広い.この

SyntheticSeismogramについては色々意見もあるよう

であるがそれの'実際の製作課程を見また種々の実例

をじかに検討することにより使い方によってはなかな

か効果的でもあり今後われわれもその深川方法を考え

て見てもよいと､■ど､っている.このほかこの研究所で

は物理探査の種々の器械の試作･方法の研究(たとえば

重力の一次二次微分等)室内実験等が行なわれていたが

それらは個々に紹介されているので省略する.次に車で

ほど遠からぬところにある地震言十を作っているC.G.G

の工場を見学した.ここでは受振器トランジスタラ

イズド増幅器記録器'等を設計製作している他輸入し

た器械の改良テスト等を行なっており多くの女予が

働いていた.それからレストランにゆきI豪1構なかたつ

むりの料珊､をご馳沌になった後アンバリｰドにある

C.G曲㍍木社の爽験室を1坊ねた曲ここでMathiez氏

とL琶鋤a帆氏から地震探=紬)解析センタｰを見せて

し㌔六ニオごL㌔六こ.

111川111i油田搾珪に重点をおいているがそれに電力

1,1∵lll:;::∵ll･1･瑚11磁気…･班地震…･･班電気…･

一･“'■仙H“N“.瑚三(私}'問いたσ)はこれだけであるが惚気について

�

』L二1=川ヨIlは別に{,っと大々的にあるそうで才､る)天測…1

バ『1“い･1;1

;上1:llllllllll11概1買㍗11筑1;

17班･天測1班が参加している.

海の調.奇.はおもに地震･重力であるがそれには380t

･長さ22m速度10ノットの観測船が使われエアコンデ

ィジョンの部屋をはじめ近代1杓な設備が施されている.

現在C.G.Gにはengineer,computer,obser∀erそ

れにsurveyorを含めて約700名の人たちが働いている

がengineerの大部分は大学を山た後FrenchPetrol-

eumInstituteでpostgraduateのコｰスをふんでき

てし･る.

使川ヰ幾械は

･重力にほ

｡磁気には

｡地震には

�牴桁浥物�測����慣����

�敲�牡癩浥�爬

Askania,Ruska丘eldandrecordingmag-

netOmeter,それに空L11探査用器械

卬����獰散�畭�㌳浯��

T.I､一7000BとそのMagnedisc,

C.G.G｡製M.D.57M.D.58rmagnetic

���敲�

�散�潟�捨���牆��

�

听��杮�楳�

������制���

こσ)センタｰはCe鐵tra1D叙t鼠Processin慧O筋｡es(C.

P.0)と呼ばれ副ectrひT§ch由C鮒terMT-4が3合

SEISMACが王台フんに動いていた也(二こではStat･

三Cとm導㌢琶0utCOげeび三〇nを施したCrOSSS饅賦ぬ蘭がマ肌{敬一

bledens三tyformて炎蝦されCG.Gて改良されダニ納下一遂

でCompositingもなされていた).ここでC岳G.Gσ)沽

({のついたmagneticrecordiΩgsystem

は7ランス国内の他サハラリビアアフリ

カマダガスカル島て使用されこれら原地か

ら､1二にしるしたセンタｰC.P.0に1言L三録を送

｣'1一
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ハラ砂漠でのC,G.Gの沽鋤を示す地図�
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･工てくる)

･叉振器は反射にはElectrotechのEVSL!耐

析にはGS-13

･電気では長いスパンのシュランベルゼタイフの器械

Te11uricの辮械険塒機'昨

1試錐地腹川作孔機にはふつうの機械の他超人コン

プレッサｰのついたエアドリりシグの作孔機'浮

か数多く使われている

C.G.G｡の丘eldpartyは独立テント･家具･冷蔵庫･

水タンク･それに電気計算器･青写真装置のついた大き

なオフィステント等を備えており砂漠地帯ではエアコ

ンディジョンの部屋が用意されるなど調査する人のため

にヨ締な努力と費用が払われていた･またサハラ砂漠

の地震傑脊ではWeight･DropPingが用いられそれに

Ana1yserと称する特別のMacCo11umCentra1Data

Processingo揃｡eが付置されていた｡こめようにして

今〔7ランス国内では物理探査によってEssoでは

Parentis,Mothes,Lugos油田S.N.P.A地域では

Lacqの油田･ガス田Gu1f地域ではSicilyのRagusa

油田GabunではOzouri油田等が発見された.また

特にアフリカのサハラではリビアとの国境から60マイ

ルの東サハラのTiguentourineをはじめOuarglaの南

東HassiMessaoudやLaghoutとGhardia中間の

Tilrhempt近くの亘assiR'Me1等の油田が重力･地

震･電気による物理探査で発見されたのである.この

C.G.G近くにある地質鉱山研究所(BureaudeRe-

cherchesG6o1ogiquesetMiniさres:B.R.G.M)にも

D台partementGξophysiqueがあるが.それについては

山田正春氏が地質ニュｰス(今年1j柑･89チ)に紹介し

ておられるので参贈されたい.

C.G.Gをおそくまで見せていただきB.R.G.Mを

訪ねた後夜はブロｰニュの森のすぐ北にある堀一等書

､1こ官のお宅に招かれ山出･有村両氏と共にご馳走にな(

た.11日(日曜)市街のおもだったところを見物する

ため山田･有村両氏について歩くことにした.まずト

ロカデロから地下鉄でカルチエ･ラタン.パンテオ

ンソルボンヌ大学(Facu雌desSciences)リュクサ

ンブｰル公園宮殿と歩き廻一,て畳は大学近くのセル

フサｰビスの食堂でf木んだ.午後はシテ(巾の島)の

ノｰトルダムを見学H曜Hで多くの礼拝者が来てい

た.ステンドグラス(バラ窓)からもれるうすい目はい

やが上にも寺院の巾を荘厳なものにしており寺院の外

の異様な鳥獣の悪魔の彫刻とはいいコントラストをな

していた.その後ルｰブル宮殿(博物館)に入った.

いまさら説明の要もないが数えきれないほど多くの閑1

界的に有名な古代の絵画･彫刻にはしばしわれを忘れて

見入ったのであった.一度失われ今はガラス入りで

番人付きのダビンチのモナリザミレｰの晩鐘などは小

さい時から度々見聞いてたものだけに本物に接する喜

びは例えようもなかった.素通りするだけでも3時間

以Lを要した.美しい庭を通り抜けてコンコルド広場

に出セｰヌの河畔に沿ってホテルにいったん戻った.

私は素晴らしく広いブｰロｰニュの森やあちこちに

ある美しい緑の公園うらやましく思い伝統のある文

化というものをしみじみと感じた.やはり長年にわた

って築き上げてきた科学は大したものでありまた大き

い地震のないことが古い石の建物を永く保存させるのに

役立一コてきたのであろう.夜は大使館付武官の方に招

待されてフラン'ス式のカクテルパｰティｰに出席した｡

纏灘

垂智竜残…尋灘,

翌12H朝アンバリｰドのエアタｰミナルからパスでオ

ルリｰ飛行場に到着･午前10時パンアメリカンのプ

ロペラ機で思い出多いパリを出発フランクフルト絡

閉･ハノｰバｰに向かった.(つづく)

(筆者は物理探査部試験課長)

繍欝.

一溝絆

樽

こ､鍛

鮎鑑叢

議

､緑

C.G.G1の観測船(地鰯十事)内部7,OCOB.T.I.

MagneDiscT.工.およびVariableInter■sity

Plotter(YIP)T.i.等をそなえている

C.G.G.簡測船甲板後部

(ウインチおよび受振器吋ケｰブル24成分)

灘箒簑圭顯蓬､､

パリ大学(ソルボンヌ)理学部玄関にて筆杵�




